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予算審査特別委員会で８年度予算を審査

あ

１日目 ２日目

３日目 ４日目

・８年度における自治体経営改
善実施計画の取り組み
・市立病院の経営改善の抜本的
な見直しの必要性
・公衆街路灯ＬＥＤ化のリース
期間終了後の市の対応
・国保高額療養費改正および子
ども・子育て支援金制度の影響

・次世代を担う若者の友好都市
との交流事業
・ミドル世代就職支援事業の内
容
・新規就農者の見込み数
・農業の担い手確保の課題

・ひきこもり支援推進事業の内
容とスケジュール
・就労的活動支援コーディネー
ターの取組内容
・市立病院の医業収益の増加理
由と今後の経営戦略
・中学校部活動指導員の業務内
容と今後の地域展開

・融雪施設の修繕施設数と修繕
規模
・盛岡広域圏の自治体連携によ
る公共交通網の維持
・建築災害未然防止に向けた取
り組み
・土木技術職員の平均年齢の上
昇と今後の採用見込み

このほかの主な質疑 このほかの主な質疑

このほかの主な質疑 このほかの主な質疑

問　事務事業見直しで８年度は新市庁舎整備の基金への
積み立てがないが、現在の進

しんちょく
捗状況と今後の見通しは。

答　７年度から５年かけて用地を検討するため関係機関
と協議しており、基金は今後19億円から28億円を積み立て
る必要があり、規模の適正化により事業費の圧縮を目指す。

問　８年度のクマの殺処分想定頭数は。また、個体数管
理のための実態調査の考えは。
答　緊急銃猟などで捕まえたクマを駆除する場合として

５頭を想定している。個体数管理については、県が中心と
なるため、県の進め方を注視し、市でも対応していく。

問　保育士確保対策事業の予算額の積算における保育士
確保数の算定根拠は。
答　配置基準に沿った保育士数が確保され雇用が定着す

るよう、市内保育所など各施設から必要な保育士の人数を
調査し、調査結果をもとに各事業の予算を積算している。

問　市動物公園Ｚ
ズ ー モ
ＯＯＭＯの年間修繕料は、指定管理料

に含まれている年間60万円であり、超過分はＺＯＯＭＯが
負担しているとのことだが、予算額の見直しの検討状況は。
答　超過分は市で負担すべきとの包括外部監査の指摘も

あり、財源を確保して市で対応できるよう検討する。

問　宿泊税導入の周知方法と歳入予算の積算根拠は。
答　駅や宿泊施設へのポスター掲示、インターネットで

の周知のほか、事業者から意見を聞き、方法を検討する。
また、周知に係る経費や事業者へのシステム改修補助金な
ど、導入初年度に必要な経費分を歳入として計上した。

問　本市とうるま市、文京区の友好三都市野球交流事業
について、参加する子どもの旅費を市で負担しては。
答　事務事業見直しもあり厳しい状況だが、東京ドーム

で野球をする貴重な機会であり、姉妹都市交流事業として
の展開という考えもあることから検討していく。

問　動物愛護管理センター整備の基本設計策定に当たり、
民間団体や利用者などの意見反映の状況と今後の方向性は。
答　７年度に「動物愛護のあり方検討ワーキンググルー

プ会議」を開催し、関係団体の意見を基本設計に盛り込ん
だ。８年度も会議を開催し、実施設計を検討していく。

問　屋外広告物について、適正な掲示が守られていない
こともあるが、パトロールの活動状況は。
答　職員２人体制で現地を確認しており、季節、天候な

どによるが、おおむね一週間に１、２回程度のパトロール
を行っている。

歳入全般と、市長公室、総務部、財政部、市民部、玉
山総合事務所などの歳出を審査

保健福祉部、子ども未来部、教育委員会などの歳出、
市立病院の歳入・歳出を審査

交流推進部、環境部、商工労働部、農林部などの歳出
を審査

建設部、都市整備部などの歳出、上下水道部の歳入・
歳出を審査

ＺＯＯＭＯ年間修繕費の見直しを

８年度当初予算の概要
○一般会計　　1265億1000万0000円　前年度当初比1.8％⤴⤴
○特別会計　　 589億5588万6000円　前年度当初比0.5％⤴⤴
○企業会計　　 344億5470万1000円　前年度当初比2.3％⤴⤴
　合　　計　　2199億2058万7000円　前年度当初比1.5％⤴⤴

議長を除く37人の議員を委員とする予算審査特別委員会を設置し、
８年度一般会計予算など当初予算議案13件を審査しました。自治体
経営改善方針についての審議を踏まえた８年度当初予算案に対して、
４日間にわたり審査を行い、審査結果は、26日の本会議で委員長が
報告しました。

新市庁舎整備の進捗と見通し
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常任委員会の審査 各常任委員会を開き、本会議で付託された議案の審査を
行いました。審査結果は各常任委員会の委員長が、13日お
よび26日の本会議において報告しました。

建 設
常任委員会

【議案第52号】
令和７年度盛岡市一般会計補正
予算（第８号）

産業環境
常任委員会

【議案第58号】
令和７年度盛岡市新産業等用地整備
事業費特別会計補正予算（第１号）

問　法人市民税が７年度当初予
算から１億５千万円の減額となっ
ており、製造業などの企業収益が
伸び悩んだとのことだが、減額の
要因と他都市の状況は。
答　６年１月申告実績で６年度

比９.8％増を考慮し、７年度当初
予算は６年度比６億3128万円増と
見込んだが、前年より企業収益が
伸び悩んだ。東北県庁所在地では、
当初予算より仙台市が増額、秋田
市が減額、他３市は変わりない。

問　道明地区の新産業等用地整
備事業について、土地の売却に伴
う収入が予算計上されているが、
今後の見通しは。
答　道明地区の産業等用地整備

は、７年10月に完了しており、売
却した区画以外に、残区画が３万
３千平方メートルほどあることか
ら、区画売却の公募を継続してい
くとともに、整備に当たり活用し
た起債についても、区画の売却が
完了し次第、繰上償還を検討する。

問　中ノ橋通一丁目地区市街地
再開発事業について、東街区や西
街区一帯、バスセンターも含めた
地域の活性化のため、再開発を事
業者だけに任せず、市も支援し、
事業を進めるべきでは。
答　中ノ橋の再開発は、バスセ

ンターも含め都市構造上からも中
心市街地東側の拠点であり、市で
は歩行空間の整備などを行い、民
間の活力を借りながらにぎわいを
確保できるよう事業展開していく。

問　病院事業会計における資金
不足により経営改善推進事業債を
起債しているが、経営改善実行計
画の策定と収支改善の取り組みの
方向性は。
答　岩手医科大学付属病院との

医療連携協定に基づく内丸メディ
カルセンターの患者受け入れなど
による患者数増加や患者一人当た
りの医療費単価の増加を図るとと
もに、病棟再編の取り組みの強化
によるコスト削減も進めていく。

総 務
常任委員会

７年度一般会計補正予算、７年
度後期高齢者医療費特別会計補正
予算、盛岡市職員定数条例の一部
改正など議案23件について審査し
ました。審査の過程で、法人市民
税の減額理由と他都市の状況など
について質疑がありましたが、い
ずれも可決すべきものと決まりま
した。

【議案第52号】
令和７年度盛岡市一般会計補正
予算（第８号）

教育福祉
常任委員会

【議案第63号】
令和７年度盛岡市病院事業会計
補正予算（第３号）

７年度一般会計補正予算、７年
度病院事業会計補正予算、盛岡市
老人福祉センター条例等の一部改
正など議案15件について審査しま
した。審査の過程で、市立病院の
経営改善実行計画の策定と取り組
みなどについて質疑がありました
が、いずれも可決すべきものと決
まりました。

７年度一般会計補正予算、７年
度新産業等用地整備事業費特別会
計補正予算、盛岡市体育館条例の
一部改正など議案８件について審
査しました。審査の過程で、新産
業等用地整備事業の今後の見通し
などについて質疑がありましたが、
いずれも可決すべきものと決まり
ました。

７年度一般会計補正予算、盛岡
市水道事業給水条例等の一部改正
など議案11件について審査しまし
た。審査の過程で、中ノ橋通一丁
目地区市街地再開発事業の今後の
補助金の見通しやにぎわい創出の
計画などについて質疑がありまし
たが、いずれも可決すべきものと
決まりました。

議案番号 件名 議決結果

第１号 令和７年度盛岡市一般会計補正予算（第６号） 可決(多数)

第２号 令和７年度盛岡市病院事業会計補正予算（第２号） 可決(全員)

1月臨時会1月臨時会
を開催を開催

１月23日に市議会１月臨時会を開きました。
市長提出議案として７年度一般会計補正予算や
７年度病院事業会計補正予算の合計２件を可決
しました。

 賛否が分かれた議案
会派等名
議 員 名

議案等番号
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議案第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

議会制度検討委員会を設置
盛岡市議会では、議会の在り方や諸課題などについての検証および

見直しに取り組むため、議会制度検討委員会を設置しました。委員会
での協議の結果、次の２つの項目について、優先的に検証を行ってい
くことに決まりました。

《請願名》
令和８年度以降の敬老バス運行事業の見直しについて利用回数現行
２回から１回に減回する見直し案の撤回と利用料金有料化の撤回を
行うことを求める請願（令和７年12月22日採択）
《市の対応》
　利用回数は、１団体あたり年２回利用を維持する方向で調整して
いる。利用者負担は、負担額の減額や、行き先が市内の場合は無料
とする方向で調整している。

《請願名》
放課後児童クラブ利用給付金支給事業の早急な見直しの中止を求め
る請願（令和７年12月22日採択）
《市の対応》
　放課後児童クラブ利用料給付金は、８年度当初予算では現行の方
法・対象とし、見直しは実施しないこととした。放課後児童クラブ
の見直しは、子どもの生活環境や保護者の就労などへの影響が大き
く、放課後児童クラブ運営への影響も懸念されるため、当事者や関
係団体などとの意見聴取を行うとともに、十分に告知期間を設ける。

《請願名》
令和８年度以降副食費助成事業見直しについての請願
（令和７年12月22日採択）
《市の対応》
　保育所などにおける副食費助成事業および幼稚園副食費補足給付
事業の見直しは、これまでの関係団体などからの意見聴取の状況な
どを踏まえ、８年度当初予算では現行の方法・対象とし、見直しは
実施しないこととした。

採択された請願への市の対応採択された請願への市の対応

※1　議案等の賛成者は「◯」、反対者は「×」、退席者は「−」、欠席者は「欠」と表記しています。議長は表決に加わらないため「 ⁄ 」としています。
※2　会派等名の「共産党市議団」は、「日本共産党盛岡市議団」。「維」は、「日本維新の会」。「れ」は、「れいわ新選組」。

＜リード文注意！＞
８年３月定例会は、請願がないため、P3のリードにお
いて「～議案および請願の審査～」の「および請願」を削
除しています。

◎竹田　浩久　　○兼平　孝信　　　鈴木　真吾　　　野田　尚紀
　鈴木　聖子　　　庄子　春治　　　小笠原秀夫　　　田山　俊悦
　鈴木　　努　　　伊勢　志穂　　　村田　芳三　　　豊村　徹也

１．適正な議員定数および議員報酬についての検証
２．議会基本条例についての検証

　　※委員長（◎）副委員長（○）以外の委員は議席番号順です。

検討項目

委員名簿


